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【手続補正書】
【提出日】平成24年12月13日(2012.12.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　２列の機器ラックの間に空気を封じ込めて冷房するための空気封じ込め込め型冷房シス
テムであって，該冷房システムが：
　２列の機器ラックにより区画されたホットアイルを封止するためのキャノピーアセンブ
リであって，ドッキングステーションを画成する複数の垂直及び水平支持部材を有する自
立型フレーム構造体を含むキャノピーアセンブリと；
　該自立型フレーム構造体によって支持され，該キャノピーアセンブリ内に埋設され，前
記ホットアイル内に封じ込めた空気を冷却するための冷却手段であって，該冷却手段は，
熱交換器によって規定される少なくとも１枚の冷却パネルを有し，該熱交換器は，少なく
とも１枚の冷却パネルである該熱交換器の表面積を増加させるように，構造的に略倒立Ｕ
字形状をなして２つの側部と頂部を備えている冷却手段と；
を備える空気封じ込め込め型冷房システム。
【請求項２】
　請求項１記載のシステムであって，前記複数の水平及び垂直支持部材が，冷媒を前記熱
交換器に供給するための配管を含む空気封じ込め込め型冷房システム。
【請求項３】
　請求項１記載のシステムであって，前記熱交換器がコイルを含む空気封じ込め込め型冷
房システム。
【請求項４】
　請求項３記載のシステムであって，空気を前記コイルに向けて移動させるために，少な
くとも１枚の冷却パネルである熱交換器の頂部の下に配置されるファンを更に備える空気
封じ込め込め型冷房システム。
【請求項５】
　請求項１記載のシステムであって，前記２列の機器ラックの各列において隣接する前記
ラックの間に配置され，隣接する前記ラックの間にギャップを有する垂直フィラーパネル
を更に備える空気封じ込め込め型冷房システム。
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【請求項６】
　請求項１記載のシステムであって，少なくとも１枚の冷却パネルである熱交換器の２つ
の側部の一方に隣接するケーブル用トラフを更に備える空気封じ込め込め型冷房システム
。
【請求項７】
　請求項１記載のシステムであって，少なくとも１枚の冷却パネルである熱交換器の２つ
の側部の一方に沿って延在する第１バスを更に備える空気封じ込め込め型冷房システム。
【請求項８】
　請求項７記載のシステムであって，少なくとも１枚の冷却パネルである熱交換器の２つ
の側部の他方に沿って延在する第２バスを更に備える空気封じ込め込め型冷房システム。
【請求項９】
　２列の機器ラックの間に空気を封じ込めて冷房するための空気封じ込め込め型冷房シス
テムであって，該冷房システムが：
　２列の機器ラックにより区画されたホットアイルを封止するためのキャノピーアセンブ
リであって，ドッキングステーションを画成する複数の垂直及び水平支持部材を有する自
立型フレーム構造体を含むキャノピーアセンブリと；
　該自立型フレーム構造体によって支持され，該キャノピーアセンブリ内に埋設され，前
記ホットアイル内に封じ込めた空気を冷却するための冷却手段であって，該冷却手段は，
熱交換器によって規定される少なくとも１枚の冷却パネルを有し，該熱交換器は，少なく
とも１枚の冷却パネルである該熱交換器の表面積を増加させるように，構造的に略倒立Ｖ
字形状をなして２つの側部を備えている冷却手段と；
を備える空気封じ込め込め型冷房システム。
【請求項１０】
　請求項９記載のシステムであって，前記複数の水平及び垂直支持部材が，冷媒を前記熱
交換器に供給するための配管を含む空気封じ込め込め型冷房システム。
【請求項１１】
　請求項９記載のシステムであって，前記熱交換器がコイルを含む空気封じ込め込め型冷
房システム。
【請求項１２】
　請求項１１記載のシステムであって，空気を前記コイルに向けて移動させるために，少
なくとも１枚の冷却パネルである熱交換器の２つの側部の間に配置されるファンを更に備
える空気封じ込め込め型冷房システム。
【請求項１３】
　請求項９記載のシステムであって，前記２列の機器ラックの各列において隣接する前記
ラックの間に配置され，隣接する前記ラックの間にギャップを有する垂直フィラーパネル
を更に備える空気封じ込め込め型冷房システム。
【請求項１４】
　請求項９記載のシステムであって，少なくとも１枚の冷却パネルである熱交換器の２つ
の側部の一方に隣接するケーブル用トラフを更に備える空気封じ込め込め型冷房システム
。
【請求項１５】
　請求項９記載のシステムであって，少なくとも１枚の冷却パネルである熱交換器の２つ
の側部の一方に沿って延在する第１バスを更に備える空気封じ込め込め型冷房システム。
【請求項１６】
　請求項１５記載のシステムであって，少なくとも１枚の冷却パネルである熱交換器の２
つの側部の他方に沿って延在する第２バスを更に備える空気封じ込め込め型冷房システム
。
【請求項１７】
　データセンタにおける機器ラックのホットアイルを冷房する方法であって：
　前記データセンタにおける前記ホットアイル上で２列の機器ラックの間にキャノピーア
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センブリを配置することにより，空気を前記ホットアイル内に封じ込め，該キャノピーア
センブリはドッキングステーションを画成する複数の垂直及び水平支持部材を有する自立
型フレーム構造体を含むものであり；
　該キャノピーアセンブリ内で熱交換器によって規定される少なくとも１枚の冷却パネル
を有する冷房システムを設け，少なくとも１枚の冷却パネルである該熱交換器は，該自立
型フレーム構造体に支持され，また少なくとも１枚の冷却パネルである該熱交換器の表面
積を増加させるように，構造的に略倒立Ｕ字形状をなして２つの側部と頂部を備えるもの
であり；
　前記ホットアイル内に封じ込めた空気を該熱交換器により冷却する；
冷房方法。
【請求項１８】
　請求項１７記載の方法であって，フィラーパネルを，前記２列の機器ラックの各列にお
いて隣接する機器ラックの間に配置して，空気を前記ホットアイル内に更に収容する冷房
方法。
【請求項１９】
　請求項１７記載の方法であって，前記ホットアイル内の空気を前記キャノピーアセンブ
リ内に配置される前記熱交換器に向けて移動させる冷房方法。
【請求項２０】
　請求項１７記載の方法であって，少なくとも１枚の冷却パネルである前記熱交換器の側
部の一つに沿わせてＩＴ機器、配電機器及びケーブル管理機器を付与する冷房方法。
【請求項２１】
　請求項１７記載の方法であって，少なくとも１枚の冷却パネルである熱交換器の頂部の
下に配置されるファンを更に設ける冷房方法。
【請求項２２】
　データセンタにおける機器ラックのホットアイルを冷房する方法であって：
　前記データセンタにおける前記ホットアイル上で２列の機器ラックの間にキャノピーア
センブリを配置することにより，空気を前記ホットアイル内に封じ込め，該キャノピーア
センブリはドッキングステーションを画成する複数の垂直及び水平支持部材を有する自立
型フレーム構造体を含むものであり；
　該キャノピーアセンブリ内で熱交換器によって規定される少なくとも１枚の冷却パネル
を有する冷房システムを設け，少なくとも１枚の冷却パネルである該熱交換器は，該自立
型フレーム構造体に支持され，また少なくとも１枚の冷却パネルである該熱交換器の表面
積を増加させるように，構造的に略倒立Ｖ字形状をなして２つの側部を備えるものであり
；
　前記ホットアイル内に封じ込めた空気を該熱交換器により冷却する；
冷房方法。
【請求項２３】
　請求項２２記載の方法であって，フィラーパネルを，前記２列の機器ラックの各列にお
いて隣接する機器ラックの間に配置して，空気を前記ホットアイル内に更に収容する冷房
方法。
【請求項２４】
　請求項２２記載の方法であって，前記ホットアイル内の空気を前記キャノピーアセンブ
リ内に配置される前記熱交換器に向けて移動させる冷房方法。
【請求項２５】
　請求項２２記載の方法であって，少なくとも１枚の冷却パネルである前記熱交換器の側
部の一つに沿わせてＩＴ機器、配電機器及びケーブル管理機器を付与する冷房方法。
【請求項２６】
　請求項２２記載の方法であって，少なくとも１枚の冷却パネルである熱交換器の２つの
側部の間に配置されるファンを更に設ける冷房方法。
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